
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

工

事

執

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

技

術

管

理

課

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

岡

山

県

収

入

証

紙

売

り

さ

ば

き

人

の

指

定

会

計

課

【

公

告

】

○

落

札

者

等

の

決

定

財

産

活

用

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

落

札

者

等

の

決

定

産

業

振

興

課

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

落

札

者

等

の

決

定

教

育

委

員

会

【

公

安

委

員

会

】

○

猟

銃

等

講

習

会

の

開

催

生

活

安

全

企

画

課

○

年

少

射

撃

資

格

講

習

会

の

開

催

〃

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

〃

の

実

施

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

令和２年９月４日 第１２２２５号



◎
岡
山
県
規
則
第
六
十
四
号

岡
山
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
工
事
執
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
及
び
」
を
「

建
設
業
法
第
二
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
監
理
技
術
者
を

（

含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ

）
及
び
監
理
技
術
者
補
佐
（
同
法
第
二
十
六
条
第
三

。

項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
監
理
技
術
者
の
行
う
べ
き
職
務
を
補
佐
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
に
お
い
て
同
じ

）
並
び
に
」
に

「
建
設
業
法
」
を
「
同
法
」
に

「
以
下
同
じ
」
を
「
以
下
こ

。

、

、

の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め

「
、
監
理
技
術
者
」
の
下
に
「
、
監
理
技
術
者
補
佐
」
を

、

加
え
る
。

第
二
十
二
条
中
「
監
理
技
術
者
」
の
下
に
「
、
監
理
技
術
者
補
佐
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和２年９月４日　岡山県公報　第１２２２５号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

岡
山
県
収
入
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

、

、

。

り

令
和
二
年
八
月
二
十
七
日
付
け
で

次
の
と
お
り
岡
山
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
を
指
定
し
た

令
和
二
年
九
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

売

り

さ

ば

き

人

売

り

さ

ば

き

場

所

名
称
及
び
代
表
者

所

在

地

の
氏
名

総
社
市
秦
五
六
九
番
地

株
式
会
社
総
社
自
動
車

倉
敷
市
松
島
一
一
〇
九
番
地

教
習
所

代
表
取
締
役

吉
村

充
司

令和２年９月４日　岡山県公報　第１２２２５号



〔
四
〇
一
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

落
札
に
係
る
物
品
及
び
数
量

岡
山
県
庁
分
庁
舎
、
丸
の
内
会
館
及
び
小
橋
町
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
の
調
達

使
用
予
定
電
力
量

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
（
３
年
間
）

一
、
五
九
八
、
五
〇
〇

二

納
入
期
間

令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
八
月
二
十
一
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
ホ
ー
プ

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
薬
院
一
丁
目
一
四
番
五
号

六

落
札
金
額

二
二
、
九
二
八
、
〇
〇
〇
円
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
ま
な
い

）
。

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
二
年
七
月
十
日

令和２年９月４日　岡山県公報　第１２２２５号



〔
四
〇
二
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
二
年
八
月
二
十
六
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
ー
る

三

代
表
者
の
氏
名

片
岡
奈
津
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
真
備
町
尾
崎
八
一
二
番
地
一
六

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
不
特
定
多
数
の
市
民
や
団
体
に
対
し
て
、
医
療
や
介
護
を
中
心
に
訪
問
看
護
サ
ー

ビ
ス
、
患
者
搬
送
等
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
日
常
生
活
や
在
宅
療
養
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

令和２年９月４日　岡山県公報　第１２２２５号



〔
四
〇
三
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量

岡
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
電
気

使
用
予
定
電
力
量

八
、
九
五
八
、
○
○
○
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

二

納
入
期
間

令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
課

岡
山
県
岡
山
市
北
区
芳
賀
五
三
〇
一
番
地

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
八
月
三
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
ホ
ー
プ

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
薬
院
一
丁
目
一
四
番
五
号

六

落
札
金
額

一
二
〇
、
二
五
〇
、
六
一
九
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
一
〇
、
九
三
一
、
八
七
四
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
二
年
六
月
九
日

令和２年９月４日　岡山県公報　第１２２２５号



〔
四
〇
四
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
津
山
店
・
天
満
屋
ハ
ピ
ー
ズ
高
野
店

所
在
地

津
山
市
高
野
本
郷
字
源
八
一
三
六
九
番
二
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
ウ
シ
オ

(1)

住
所

鳥
取
県
鳥
取
市
二
階
町
一
丁
目
一
一
七
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

福
家

成
夫

名
称

株
式
会
社
天
満
屋
ス
ト
ア

(2)

住
所

岡
山
市
北
区
岡
町
一
三
番
一
六
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

野
口

重
明

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

(1)
（
変
更
前
）
名
称

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
津
山
店
・
天
満
屋
ハ
ピ
ー
ズ
高
野
店

（
変
更
後
）
名
称

カ
イ
ン
ズ
津
山
店
・
天
満
屋
ハ
ピ
ー
ズ
高
野
店

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

(2)
（
変
更
前
）
名
称

株
式
会
社
ウ
シ
オ

住
所

鳥
取
県
鳥
取
市
二
階
町
一
丁
目
一
一
七
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

潮

巽
市

（
変
更
後
）
名
称

株
式
会
社
ウ
シ
オ

住
所

鳥
取
県
鳥
取
市
二
階
町
一
丁
目
一
一
七
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

福
家

成
夫

令和２年９月４日　岡山県公報　第１２２２５号



大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

(3)
（
変
更
前
）
名
称

株
式
会
社
ウ
シ
オ

住
所

鳥
取
県
鳥
取
市
二
階
町
一
丁
目
一
一
七
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

潮

巽
市

（
変
更
後
）
名
称

株
式
会
社
ウ
シ
オ

住
所

鳥
取
県
鳥
取
市
二
階
町
一
丁
目
一
一
七
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

福
家

成
夫

４

変
更
年
月
日

令
和
二
年
七
月
十
三
日

二

届
出
年
月
日

令
和
二
年
八
月
二
十
四
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
九
月
四
日
か
ら
令
和
三
年
一
月
四
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課

令和２年９月４日　岡山県公報　第１２２２５号



〔
四
〇
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
福
井
字
重
安
一
二
六

一
、
一
二
六

四

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
福
井
一
八
三

四

－

古
閑

圭

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
三
五
号

令和２年９月４日　岡山県公報　第１２２２５号



〔
四
〇
六
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

借
上
件
名
及
び
数
量

図
書
館
総
合
シ
ス
テ
ム
機
器

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
立
図
書
館
総
務
・
メ
デ
ィ
ア
課

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二
丁
目
六
番
三
〇
号

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
八
月
五
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
二
番
五
号

五

落
札
金
額

一
月
当
た
り
三
、
六
三
七
、
一
五
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三
三
〇
、
六
五
〇
円
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

入
札
公
告
日

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
二
十
六
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
等
講
習
会
を
開
催
す
る
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所

講

習

課

程

開

催

年

月

日

開
催
時
刻

開

催

場

所

初
心
者
講
習

令
和
二
年

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

午
前
十
時

課
程

十
一
月
十
二
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

経
験
者
（
更

令
和
二
年

倉
敷
市
大
島
四
五
一

一

午
後
一
時

－

新
）
講
習
課

十
月
八
日

倉
敷
警
察
署

程

令
和
二
年

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

午
後
一
時

十
月
十
四
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

令
和
二
年

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七

一

午
後
一
時

－

十
月
二
十
一
日

高
梁
警
察
署

令
和
二
年

津
山
市
林
田
七
七

午
後
一
時

十
一
月
四
日

津
山
警
察
署

令
和
二
年

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

午
後
一
時

十
一
月
十
八
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

令
和
二
年

倉
敷
市
大
島
四
五
一

一

午
後
一
時

－

十
二
月
三
日

倉
敷
警
察
署

令
和
二
年

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

午
後
一
時

十
二
月
十
三
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

令
和
二
年

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七

一

午
後
一
時

－

十
二
月
二
十
二
日

高
梁
警
察
署

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
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氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前
（
そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当

該
休
日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

三

受
講
手
数
料

初
心
者
講
習
課
程

六
千
九
百
円

経
験
者
（
更
新
）
講
習
課
程

三
千
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数
で
あ

る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る
こ
と

と
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
二
十
七
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
九
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
年
少
射
撃
資
格
講
習
会
を
開
催
す
る
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

開
催
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

令
和
二
年
十
一
月
二
十
五
日

岡
山

北

内
山
下
二

四

六

（
水
）

市

区

－
－

前
十

岡
山
県
警
察
本
部
二
階
入
札
室

午

時

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）
ま
で

三

受
講
手
数
料

九
千
八
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
会
の
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数

で
あ
る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る

こ
と
と
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
二
十
八
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う

）
。

日

時

場

所

令
和
二
年
十
月
五
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
五
日
（
月
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
六
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
十
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
十
二
日
（
月
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
十
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場
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令
和
二
年
十
月
十
九
日
（
月
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
二
十
一
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
二
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
二
十
六
日
（
月
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
二
十
七
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
二
日
（
月
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
六
日
（
金
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
九
日
（
月
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場
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令
和
二
年
十
一
月
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
十
六
日
（
月
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
二
十
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
二
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
（
月
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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令
和
二
年
十
二
月
十
四
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
十
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

２

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う

）
。

日

時

場

所

令
和
二
年
十
月
六
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
九
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
十
六
日
（
金
）

午
前
十
時

令
和
二
年
十
月
二
十
一
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場
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令
和
二
年
十
月
二
十
七
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
三
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
六
日
（
金
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日
（
金
）

午
前
十
時

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
二
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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令
和
二
年
十
二
月
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
十
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
七
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。
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２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
二
十
九
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

令
和
二
年
九
月
四
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

令
和
二
年
十
月
六
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
六
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
十
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

令
和
二
年
十
月
二
十
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
十
月
二
十
七
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
十
月
二
十
七
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
十
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一
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午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

令
和
二
年
十
一
月
十
七
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
一
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

令
和
二
年
十
二
月
八
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
（
火
）

午
前
十
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（
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成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
七
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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